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食品・流通

缶詰，びん詰，レトルト食品のそのいずれかにちなんで，
手元の捕物控＝取材メモからさまざまな話題を語る．食品
に限らず，連想のままに話題を広げ，食品メーカーの開発
や広報・営業担当者の発想に役立てば幸いとの思いを込め
たつくりとなっている．
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2
企業最前線～経営者に聞く～76

設立以来，山形県産，国産の果実原料を使用した缶詰，パ
ウチ詰，びん詰製品のOEM供給を行っている．昨今の高級
果実の缶詰等の需要増を受け，原料の確保にも注力してい
る．新増設した3工場と熟練した加工技術等を基盤に，野
菜等を原料とする新製品開発にもチャレンジしている．

高畠食品工業株式会社
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4
さまざまな商品があふれる中で同程度の商品の中から消費
者が選ぶときの動機にコトが関わってくる．商品誕生の理
由，完成までの苦労，今の消費者はそれらを知ることに喜
びを感じ，こだわっている自分を認めてほしがる．様々な
事例を挙げて，企業と消費者の動き等を解説する．
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2018年度工場等における環境問題対応に
関する調査結果

日本缶詰びん詰レトルト食品協会は，第2次業界環境自主
行動計画を策定している．本稿は，同計画のフォローアッ
プ調査結果で，会員企業の環境問題対応状況を紹介すると
ともに，業界内の意識高揚を目的とする．調査内容は，CO2
排出抑制のための取り組み（数値目標，目標達成のための
取り組み，対策事例等），CO2排出実績，排出増減要因など．
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